
事業区分 ( 7 ― 2 )

＜事業実施実績＞

参加者

一般
(ｽﾀｯﾌ)

１３

(　8　)

３８

(　12　)

１４

(　7　)

４５

(　20　)

＜効果と成果＞

プラスチックの実態などをヨット体験と併せて学ぶ機会を持つもので、協働団体とでは小中学生を対象と

したヨット体験で海象を学びヨット操船しながら海水をプランクトンネットで採取しデジタル顕微鏡で観察、

堀川運河、高砂
沖、播磨灘

堀川運河、高砂
沖、播磨灘

堀川運河、高砂
沖、播磨灘

南堀川

2023年度は37名でした。この2023年度は海象変化や他事業との重複等から予定減となったこと同年報告

しました。ご参考として2025年度の当NPO事業の参加人数は本事業を含めて390名を超える予定です。

②参加人数の推移は、本助成事業の2025年度は74名の予定でしたが110名となりました。2024年度は120名

URLのゴム印を制作配布しました。環境はがきは在庫品を郵便連絡に使い、万灯祭案内はメール配信と

しました。なおこの費用は環境テキストをパネル印刷に充当、A4サイズの環境テキストをB3サイズのパネルを

16枚制作しました。パネルは海のサロンでの環境編を実施する際にプロジェクター利用不可の屋内外で

使います。ご参考としてNPOの各行事で既に使用、効果を得ています。

①印刷費について、パネルは下記の写真にもあるよう既存品を流用しました。リーフレットはホームページ

団体名

事業名

年月日

定例は「月1回」

「毎〇曜日」等
で記入

6月22日

7月5日

③ヨット体験と海洋プラスチックにつきましては、既にご回答致しました通りです。海の環境問題、マイクロ

理科講師の協力指導で実施します。（今年は他事業で実施）

地域づくり活動NPO事業助成事業　実績報告

活動内容

（勉強会や定例会、講演会、イベントなどを幅広に記入）

たかさご万灯祭に参加する外来セーラーに海の環境テキストを配布、海洋マイク
ロプラスチックの現状や海洋ごみ問題を「伝える」参考：参加ヨットは延べ19
艇。

9月13日14日

社協対象：支援の必要な人（児童）の為にセーリングを含めた体験と保護者には
海洋プラスチック学習を実施（2回に分割）大人障がい者の希望者にはキャビン見
学会を実施。ヨット３艇

ガールスカウト対象：ヨット操船を通じて、風で動く原理・海象・地軸とコンパ
ス等を理論と実際の体験と海の環境・マイクロプラスチックの課題学習路する、
ヨット３艇　講師１名

8月3日

代表者名

※講演会、イベント等はタイトル・講師・会場等を併記

シニア対象：ヨットと北前船の動く原理操船体験・海上交通法等の学習と海のサ
ロンでは海洋プラスチック学習を実施　使用ヨットは３艇(内１艇は座学利用）
講師１名

(氏名）

小田和美
(特非)高砂海文化21C

ヨット体験を利用して海洋プラスチック問題を伝え・学ぶ

場所

(職名）

代表理事



＜今後の展望＞

＜収支決算書＞
（収入）

（支出）

を頂いた。今年は目の不自由な子どもにセーリングを体験して貰いました。頬や髪に風を受けることから風

リングを含めレクチャートレーナーの基礎知識の必要性を感じました。障がい児の個性を活かす方法を参加者

の吹く方向を教え自身が感じながら舵の操作をしセーリングを楽しんで貰った。このことからブランドセー

小　計

合　計

大きな課題として、事業に欠かせないヨットの乗り降りをする設備が充分でありません。現状は係留場で

ヨットと岸壁に間に歩み板を渡して乗り降りしていますが、本来ポンツーン（乗り降り用浮き桟橋）設備が

必要。ただ導入は港管理の行政と関わる事からハードルは高いですが、あれば安全性も増し事業も安定

します。学習推進ではヨットの動く原理や操船体験レクチャーは得意分野ですが、郷土の歴史や海の環境

の学習では浅くても説明スキルに一定化が求められるのでロールプレー等で補う方法を考えたい。

案内する。以前m、重度障がいのある幼児がヨットに乗り播磨灘の風と太陽を浴びて貰ったことがあり

その後ご両親から我が子はいつも硬直してるがヨットに乗っている間はずっと身体が柔らかでしたと手紙

より気付かせて貰いました。

合　計

直
　
接
　
経
　
費

OB等協力者を見つけた。高砂市社会福祉協議会との協働では、障がい児と保護者を高砂沖播磨灘へ

今期実施の小中学生対象行事には理科教師等専門性ある人に参画頂くと幅が広がる、このため教師
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